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知識創造の方法論としてのダイアローグ型読書会の活用

俣野秀典

1.　はじめに

　大学は、元来、知識を創造・伝承するための組織です。知

識は「人が関係性の中でつくる資源」だといわれ、対話・実践

のプロセスにこそ本質があります。協働（collaboration）は、

まさにこのプロセス・関係の創出につながるキーワードです。

　ここでは、知識およびその共有・活用・創造についての議論

を整理するとともに、知識創造の場としての読書会の可能性

について取り上げます。

2.　知識の4レベル

　知識の定義については、古来より議論されており、それは現

在においても同様です。Ackoff（1989）は、知識を情報やデー

タとの関係性をふまえて分類（データ・情報・知識・理解・知恵）

しています。これを受けて、Bellingerらは、各階層における

遷移において理解のレベルが関係していると議論しています

（Bellinger, Castro & Mills，2004）。知る（know）や知らせる

（inform）という動詞の意味により区別した溝口（2005）は、

データ・情報・知識の差異の本質は、それら自身にはなく、“知る、

知らせる、それ以外の処理”の三種類の操作から定義できると

述べています。

　こういった知識をマネージしようとするナレッジ・マネジメン

ト（知識経営）の議論が近年盛んです。ナレッジ・マネジメント

（Knowledge Management，KM）は、個人やグループのも

つ既存の知を共有・活用しながら、新しい知を創造し続ける経

営の理論・手法です。ここでいう知識とは、正当化された真な

る信念（justified true belief）であり（野中，1990）、個人の信念

が人間によって“真実”へと正当化されるダイナミックなプロセ

スであると説明されます（Nonaka & Takeuchi，1995）。

　KMでは、データ・情報・知識・知恵すべてを含めて「知識」と

して議論される傾向にあり、詳細は論者によって異なるものの、

区分する場合は以下のようなピラミッド型で説明されることが

多いです。よって、前出のDIKWモデルを踏まえたこの捉え方

をここでは採用することとします。

3.　組織的知識創造と対話

　特定状況に関する個人的な知識であり、知っていても言葉に

は変換できない身体的な知である「暗黙知（tacit knowledge）」

（Polanyi，1966）に対して、形式的・論理的言語によって伝達

できるような客観的な知識を「形式知（explicit knowledge）」

という言葉で野中は表現し、それらの相互作用によって知識が

創造されるとしています（野中，1990）。また、これら暗黙知と

形式知は完全に別々のものではなく、相互補完的なものであり、

図 1　DIKWモデル
（ 出所）Bellinger, Castro & Mills，2004 から作成

図 2　知のピラミッド
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人間の創造的活動において両者は相互に作用し合い、互いに

成り変わると議論されています（Nonaka & Takeuchi，1995）。

　ここでは、ナレッジ・マネジメントの基礎理論としての組織的

知識創造理論のうち、自己超越プロセスとしての「SECIモデル」

のみを取り上げます。SECIモデルとは、「知識変換」と呼ばれる

四つのモードをめぐるダイナミックなスパイラルによって、組織

の知が創られることを表現するプロセス・モデルです（Nonaka 

& Takeuchi，1995）。このモードは以下の四つから構成されます。

●「共同化（Socialization）」：経験を共有することによって、メ

　ンタルモデルや技能などの暗黙知を創造するプロセス

●「表出化（Externalization）」：暗黙知を明確なコンセプトに

　表すプロセス

●「連結化（Combination）」：コンセプトを組み合わせて一つ

　の知識体系を創り出すプロセス

●「内面化（Internalization）」：形式知を暗黙知へ体化するプ

　ロセス

　組織的知識創造は、暗黙知と形式知がこの四つの変換モー

ドを通じて、絶え間なくダイナミックに相互循環するプロセス

によって説明することができます（図3）（Nonaka & Takeuchi，

1995）。

　ここでのポイントは第2のモードである「表出化」です。暗黙

知から形式知に変換するこのプロセスは、個人に内在する知

を参加メンバー全体に共有し、集団知として発展させていくた

めのプロセスになります。直接経験を共にしていないメンバー

と共有するために多くの組織でつまずくポイントともなってい

ます。対話をベースにメタファー（暗喩）やアナロジー（類推）を

駆使しながらアイディアを目に見えるように形づくっていきます。

　個人の経験や想いを、外部からの刺激（力）を受けながら共

有していくこのプロセスは、四つのモードの中でも特に協働の

要素が求められるプロセスでもあります。対話が協働を生み出

すともいわれています（堀，2008）。この「対話（dialogue）」は、

交流・共有のための「会話（conversation）」、合意・結論のため

の「議論（discussion）」に対して、探求・発見のための話し合い

であり、意味の共有を実現します。中原・長岡（2009）は、「客観

的事実」と「意味づけ」の関係に焦点を当てる視点を持ちつつ

理解を深めていくコミュニケーションの形態であると説明して

います。

　区分が難しい議論と対話の違いについて補足しておくと、

ディスカッション（議論）は、打撃や打楽器を意味するパーカッ

ション（percussion）や衝撃や振動を意味するコンカッショ

ン（concussion）から来ており、自分の考えを集団に認め

させ勝つことが目的であるのに対して、ダイアローグ（対話）

は「個人では得ることのできない洞察をグループとして発見

することを可能にするような、グループ全体に自由に広がる

意味の流れ（Senge，2006）」を意味しており、1 人の人間の

図 3　SECIモデル
（ 出所）Nonaka & Konno，1998，p.43

表 1　暗黙知と形式知の特性

（ 出所）野中・紺野（ 2003），p.56，から作成

表 2　話し合いの 3モード
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理解を超えるもので、対立ではなく参加者全員を仲間として

「共に考える」ことです。

　この対話をどう創出していくかが協働のカギであり、組織

的知識創造のキモでもあります。どのようにしてわれわれは

新たな知識を創造していくことができるのかが議論の焦点

になっています。

4.　ダイアローグ型読書会

　行動するための読書「Read For Action」という活動が2011

年よりスタートしています。Read For Action（RFA）は、「読むだ

けの読書」から「行動する読書」へのシフトを実践する読書会ネッ

トワークでもあり、筆者は読書会のファシリテーターの養成に

も携わっています。RFA読書会の多くは以下のステップで進め

られます（リーディング・ファシリテーター養成講座スライドを

参考に作成）。

　①読む目的を持つ

　　●この読書会のテーマは？

　　●この本を選んだ理由は？

　②質問を作る

　　●目次や表紙を見る。

　　●書いてありそうなことを想定する。

　　●著者がいたら聞きたい質問を作る。

　③答えを探す

　　●答えのありそうなところを目次で探す。

　　●3分程度で答えを探す。

　　●質問の数、繰り返す。

　④ダイアローグする

　　●気づきをシェアする。

　　●テーマについて話しあう。

　⑤行動のきっかけを作る

　　●感じたこと／学んだことをシェアする。

　　●今すぐ起こせる小さな行動を宣言する。

　このステップは、問いを立てて書と向き合うという昔から指

南されてきた読書法とほとんど同じですが、方法論的基盤は

Scheele（2007）によるPhotoReading Whole Mind System

と考えられます。RFA読書会では、このシステムの最初（準備）

から最後（活性化）までのステップをファシリテーターが誘導し

ていきます。ここには環境づくりや参加者同士の関係づくりも

含まれます。違いは、ファシリテーターが存在すること、全体を

通してではあるが特に活性化ステップで参加者同士の対話・交

流があること、参加者は意識せずにこのシステムに沿って読書

を進めていくことが挙げられます。

　このRFAは、読書会を個人の知識獲得から体験共有の場とし

て機能させています。書籍から得た情報だけでなく参加メンバー

のアイディアが対話を促し、個人の経験と結びついたものが更

にその場に投げられるという好循環が生まれます。この基本的

な流れに加えて、筆者はメタファーやアナロジーをきっかけとし

たアイディア創出を読書会に組み込む試みをしており、60名規

模の会においても好意的なコメントが多数寄せられています。

　一人ではなくグループが活かされることで、個人では思いつ

かなかったアイディアや結びつきの場ともなります。言い換えると、

データ ⇄ 情報 ⇄ 知識 ⇄ 知恵の行き来がその場で行われるの

です。また、人は自分が口にしたことは受け入れやすい（Pike，

2003）ことも作用して、自身のアクションにつなげるきっかけづ

くりの場にもなっています。つまり、RFAは本という自由度の高

いメディアをきっかけ（手がかり・触媒）として、新たな知（Power・

Process）を創り出す活動となっているといえます。

　ここでは、RFA読書会でよく用いられる手法を2種類紹介し

ます（リーディング・ファシリテーター養成講座 WORK BOOKを

参考に作成）。

（1）ぐるぐる読書会

　RFA読書会でよく使われる手法です。特定のテーマについて

さまざまな視点からダイアローグを通して理解を深めるときに

用います。本の内容を短時間で話せるようになる手法で、「質

問をつくって回答を探す」という読み方をシンプルに行います。

この読書法は「人に質問をつくってもらう」ところがポイントです。

自分とは違う視点で本を読むことで、理解をさらに深めていき

ます。

　①グループに分かれ、持ち寄った本から内容を推測する。

　②あたかも著者のように、グループの人に「この本は」を紹

　　介する。

図 4　Read For Actionの読書法（ 基本的な流れ）
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　③右隣の人へ「この本への質問」を付箋に書いて渡す。

　④自分の本が手元に戻るまで繰り返す。

　⑤付箋に書かれた質問の答えになりそうなヵ所を探し発表

　　する。

（2）ワードジャングル読書会

　付箋の特性を活用した手法で、内容の理解よりも、本からヒ

ントとなるキーワードを得て、ダイアローグを飛躍させる効果

があります。キーワードが書かれた付箋をランダムに場に出し

ながら話し合いをします。話しながら浮かんでくるイメージや

言葉、関連など、思いついたら付箋に書いて場に出していきま

す。ダイアローグの結果、本に書かれている内容からは想像も

つかなかった結論に結びつくケースも多くみられます。

　①著者に聞いてみたい質問をいくつか作る。

　②その質問への回答になるキーワードを本から拾って付箋

　　に書き出す。

　③関連するキーワード（付箋）を場に出していく。

　④質問への答えをその付箋をヒントに組み立てる。

　⑤自由にダイアローグして、内容への考察を深める。

　RFAでは読書会がもたらすステージを四つ想定しています。

これは神田（2012）による「知識創造時代における成長段階」を

もとに作成されており、以下の4段階で説明されています。

　①Information（個人にフォーカス、自分のための読書）

　②Interformation（身近なチーム、他者からの影響）

　③Exformation（自分の考えを発信、世界を外に創り始める）

　④Transformation（それぞれが世界観を持っている人とつ

　　ながる）

　活動の広がりは、書店や出版社、医療業界、ブックカフェ、地

方自治体などとのコラボレーション（協働）にまで広がっており、

実践ワーク型読書会、知識創造型読書会と呼ばれる、より高い

ステージにおける読書会が増えてきています。ここからは、知

識について、個人からグループ、組織、社会へのフェーズの移

行が読み取れます。KMで想定している知識創造とは形態が異

なりますが、RFA読書会によって、知識が共有・活用され新た

な知識が創造されることが確認できます。知識はPowerであ

りProcessでありProductでもあることを踏まえると、ダイアロー

グ型読書会そのものを知識と捉えることも可能です。知識創造

の場としての読書会の意義はここにあります。

5.　おわりに

　知識と協働と対話を中心に取り上げ、ダイアローグ型読書会

が対話・協働を生み出し、新たな知の創造のきっかけになりう

ることを議論しました。地域におけるワークショップの一手法と

しても読書会は有効だと推測されます。場を活性化させるため

には異質な知を持つ参加者が必要だといわれていることからも、

地域（住民）と大学（学生）が異なる視点と文脈を共有し対話を

続けられる読書会は、地域における知識創造の場となりえます。

今後は、地区単位でダイアローグ型読書会が開催され、新た

な対話の場、知識の創造の場となっていくことが期待されます。
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図 5　読書会がもたらす成長ステージ
（ 出所）リーディング・ファシリテーター養成講座スライド






